
国旗あげ、心ゆたかなよい一日

」

さびし くないそ／

越表小に1人の新入生

浸霊　　’∫’
ヂ　ナノ　　　　くヂ

鹸
’弓穿

馬

　4月8日、越表小》枚て新入生

1人の入学式か行なわれました

　この1年生は、越表戸八　山の

菊地哲夫きんの二男順二君てす

　式のあと教室にはいった順二君

ま、幽幽の南郷ノリ先牛から目分

の席を決めてもら’・新しい教科書

を受ナとったあと、これから一諸

ご勉強する2任牛11名の仲間から

歌の歓迎をうナました

　越表小’≧枚は、生徒数44名て3

ヶ弓スの複式字級ですか、上弓（枚

長先生はしめ7名の先生のほとん

こか町営住宅に住んでいることも

あP〕、都会のぜノモス校、二はみら

れない先生と生徒）：）暖かい心の，、、

れあいか感しられます

　「旧二君も、この恵まれた環境に

1デくとにみ彼の人格形成の1蘭楚

を勉強してほし・ものてす．

昭和53年 5月号第325号

発行東郷町役場・編集企画開発諜

’巷はべ青むつききの夏ノ）魚

鰹はゲリを売る街ごなる 牧水
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総
懸

十
一
月
に
婦
人
ま
つ
り

灘雛　　
　
　
　
　
勿

濾
，
糊

溝洗湯
滞
一

重
厭

ミ
、

　
四
月
十
七
日
に
町
婦
人
連
絡
協
議
会

の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
開
か
れ
た
各
地
区
の
新
旧
役

員
に
よ
る
役
員
会
で
、
昭
和
五
十
二
年

度
．
の
事
業
と
決
算
が
承
認
き
れ
た
あ
と

今
年
度
の
役
員
選
出
に
う
つ
り
新
役
員

（
各
部
長
と
部
員
は
地
区
会
長
で
構
成
）

を
選
出
し
て
昭
和
五
十
三
年
度
．
の
事
業

計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

ム
可
年
度
事
業
計
画
で
は
、
町
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
（
八
月
）
、
婦
人
ま
つ
り
（

十
一
月
）
が
新
た
に
開
催
き
れ
る
な
ど

こ
れ
ま
で
に
な
い
婦
人
の
士
気
の
高
揚

、．

mユ／

、

、
〆
r
　
　
　
－

／

　が
活學
　つ動れ
方て
針陰
　劣

1
基
本
目
標

　
ω
町
内
に
住
む
す
べ
て
．
の
婦
人
が
加

　
　
古
し
、
他
の
団
体
と
手
を
と
り
な

　
　
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め
る

　
ω
郷
土
の
美
し
い
自
然
の
恵
み
に
感

　
　
謝
し
、
誇
り
と
生
｝
、
・
が
い
を
追
求

　
　
す
る
、

　
㈲
各
部
活
動
を
通
じ
て
学
習
や
諸
行

　
　
事
の
実
践
に
つ
と
め
る
．
．

　
ω
家
庭
生
活
∂
呉
任
者
と
し
て
、
豊

多。

．聴・

ノ¢

璽’‘V『，一二

　
　
か
’
、
」
安
八
土
（
写
生
活
♪
甲
一
泊
唱
鳶
小
や
ヲ
ヴ
⇔
．
．

2
努
力
目
標

　
ω
心
の
こ
も
る
あ
い
き
つ
を
か
わ
す

　
ω
会
員
栢
互
の
健
康
管
理
に
努
め
、

　
　
明
る
い
家
庭
を
き
ず
く
．
、

　
伽
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る
一
、

　
ω
花
い
一
・
ぼ
い
で
郷
土
の
美
化
に
つ

　
　
と
め
．
る
．
、

　
㈲
身
近
か
な
生
活
を
み
な
お
し
、
無

　
　
駄
を
追
放
す
る
．
、

　
㈲
集
合
の
五
分
前
に
集
ま
る
．

　
ω
交
通
事
故
の
撲
滅
に
努
め
る

こ
O

煮瞭　　
こ
…

所多力βノ

／福

み＼

53

N
度
役
員
氏
名

長
　
黒
木
　
　
梢
（
寺
迫
）

事業計画く

一　．蔀　　県　　事一業

　県婦協代議員会、研修会
　郡新旧役員会

　　　　〉昭和53年度

　主．．一．催　 事　馳業

新1日役員会

ブループ会長研修会

定例役員会
県外研修

彪

郡婦人研修会

セ｛列役毒瞳会

汀バレーボール：大・会（新規

副
　
会
　
長
　
佐
藤
み
つ
え
（
迫
野
内
）

　
　
〃
　
　
　
谷
岡
シ
ズ
エ
　
（
越
h
女
）

　
　
〃
　
　
　
都
甲
カ
チ
子
（
小
野
田
）

教
養
文
化
部
長
　
直
野
敏
子
（
福
瀬
）

　
　
〃
　
部
員
　
楠
　
安
子
（
越
表
）

　
　
〃
　
〃
木
村
衣
木
子
（
小
野
田
）

保
健
体
育
部
長
　
山
口
清
美
（
仲
深
）

　
　
〃
　
部
員
　
橋
口
花
チ
（
寺
迫
）

　
　
〃
　
　
〃
　
青
柳
浅
江
（
八
重
原
）

生
産
生
活
部
長
　
佐
藤
勝
美
（
羽
坂
）

　
　
〃
　
部
昌
ハ
池
田
キ
ク
ヨ
（
迫
…
野
内
V

　
　
〃
　
　
〃
　
　
谷
口
ヵ
ネ
子
（
田
野
∀

郡バレーボール大会
九州地区婦人大会

定例役員会

県婦人体育大会島人まつ1）（新遭

遇1列f是員三1ぐ

月
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
　
1
1
　
1
2

（
教
育
委
員
会
）

1生活研究発表大会

1生活研究発麦大会

定例役員会

1
　
　
　
2
　
　
　
9
」
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ウ

請
求
し
ま
し
た
か
？

各
種
手
当

児
童
扶
養
手
当

　
つ
y
・
二
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
児
童
（

十
八
歳
未
満
の
者
又
は
二
十
歳
未
満
で

心
身
に
↓
定
の
障
害
が
あ
る
者
）
を
監

護
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

　
▽
父
母
が
離
婚
を
し
た
後
、
父
親
と

　
　
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

　
丁
・
父
が
死
亡
し
た
児
童

　
▽
父
が
藤
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童

　
［
ン
父
の
生
死
が
明
・
り
か
で
な
い
児
童

　
▽
父
が
引
続
き
一
年
以
上
遺
棄
し
て

　
　
い
る
児
童

　
㌃
父
が
法
令
に
よ
り
引
続
き
一
年
以

　
　
上
．
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
．
童

　
．
㌔
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ
た
児
童

　
　
や
棄
児

　
手
当
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
受
け

よ
う
と
す
る
人
が
、
老
令
福
祉
年
金
ま

た
は
障
害
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
手
当
は
支
給

き
れ
ま
せ
ん
．

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
は
、
児
童
一
人

の
場
合
が
一
万
九
千
五
百
円
、
児
童
二

人
の
場
合
が
二
万
一
千
五
百
円
で
す
一
、

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
を
監
護
す
る
父
か
母
ま
た
は

父
母
に
か
わ
り
そ
．
の
障
害
児
（
二
十
歳

未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
ふ
・
・

れ
ま
す
．
．
．

　
こ
の
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、

　
▽
身
体
障
害
の
場
合
…
…
身
障
手
帳

　
　
三
級
、
四
級
以
ヒ
の
も
の

　
∵
精
神
薄
弱
の
場
合
…
…
知
能
指
数

　
　
（
I
Q
）
が
、
お
お
む
ね
五
〔
ノ
〕
以

　
　
下
の
も
の

　
∵
そ
の
他
、
前
二
項
の
障
害
と
同
程

　
　
度
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
手
当
の
額
は
、

　
重
度
…
二
万
二
千
五
百
円

　
中
度
…
一
万
五
千
円
で
す

福
祉
手
当

　
身
体
や
精
神
に
重
度
．
の
障
徴
り
の
あ
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
の
額
は
、

月
額
五
千
五
百
円
で
す
。

て
つ
づ
き

　
こ
れ
ら
の
手
当
に
つ
い
て
の
相
談
や

請
求
の
手
続
き
は
、
住
民
課
福
祉
係
が

担
当
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

きご
の
う

人

コ春の異動等から、関係

町
職
員
発
令

退
職
（
3
月
3
1
日
付
）

▽
寺
原
寿
夫

分について掲載します

異
動
（
4
月
1
日
付
）

▽
企
画
開
発
課
長
（
農
林
課
企
画
調
整

主
幹
）
清
水
　
清
▽
企
画
開
発
課
開
発

係
主
査
（
農
林
課
振
興
係
主
査
）
衛
藤

州
雄

教
職
員
異
動

寺
迫
小
学
校

　
転
入

　
▽
薄
木
ト
ヨ
子
（
教
諭
）
祝
子
川
小

か
ら
▽
馬
場
明
子
（
教
諭
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
平
川
和
（
教
諭
）
川
瀬
小
へ
　
∵

三
輪
重
猪
・
（
教
諭
）
退
職

福
瀬
小
学
校

　
転
入

　
∵
出
水
進
（
校
長
）
宮
崎
小
か
ら

▽
平
川
和
（
教
諭
）
寺
追
小
か
ら

　
転
出

　
▽
阿
部
弘
（
校
長
）
名
水
小
へ

里…

ﾘ
和
夫
（
教
脇
剃
）
一
山
郷
関
へ

東
郷
小
学
校

　
転
入

　
「
．
・
黒
木
和
夫
（
教
諭
）
福
屋
小
か
ら

7
早
川
清
子
（
教
諭
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
坂
口
博
子
（
教
諭
）
田
代
小
へ

▽
山
田
静
（
教
諭
）
日
向
養
護
学
校
へ

坪
谷
小
学
校

　
転
入

　
▽
．
目
高
正
孝
（
校
長
）
飯
野
中
か
ら

　
▽
江
夏
重
俊
（
教
頭
）
都
城
西
小
か
ら

　
転
出

　
∵
金
丸
守
（
校
長
）
美
々
津
小
へ

▽
松
田
賢
孝
（
教
頭
）
塩
見
小
へ

越
表
小
学
校

　
転
入

　
▽
小
川
勝
（
教
頭
）
高
崎
小
か
ら

▽
稲
本
雅
彦
（
主
事
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
河
辺
道
志
（
教
頭
）
永
久
津
小
へ

　
ド
ノ
円
石
＋
争
壷
＋
枝
（
研
教
み
棚
）
日
釦
川
日
堕
一
宙
琳
小
へ

東
郷
中
学
校

　
転
入

　
▽
大
浦
正
文

　
転
出

短
▽
久
田
靖
三

坪
谷
中
学
校

（
教
頭
）
県
教
委
か
ら

（
教
頭
）
七
野
小
へ

　
転
入

　
［
．
・
土
田
昌
作

　
∵
日
高
裕
子

4
　
幽
　
フ

日
ワ
カ
、
ン

　
転
出

　
い
、
・
吉
本
直
美

（
教
諭
）
延
岡
中
か
ら

（
養
護
教
諭
）
日
之
影

（
教
諭
）
富
島
中
♂
、

坪
谷
中
越
表
分
校

　
転
入

　
「
，
・
山
本
昌
紀
（
教
諭
）
日
向
中
か
ら

　
「
・
松
木
治
雄
（
教
諭
）
門
川
中
か
ら

　
▽
寺
原
淳
子
（
教
諭
）
門
川
中
か
ら

　
転
出

　
　
㌧
上
田
宏
一
安
（
教
諭
）
門
川
中
へ

一
・
高
野
浩
之
（
教
諭
）
庄
内
中
へ
　
7

川
越
欣
也
（
教
諭
）
本
城
中
へ

そ
の
他
の
異
動

坪
谷
警
察
官
駐
在
所

　
転
入

　
▽
松
田
行
聖
（
日
向
市
か
・
．
つ
）

　
転
出

　
▼
田
中
尚
武
（
宮
崎
あ
巾
へ
）

日
向
営
林
署
東
郷
担
当
区
事
務
所

　
転
入

　
▽
平
川
一
利
（
椎
葉
村
か
ら
）

　
転
出

　
▽
松
本
英
堆
（
熊
本
県
へ
）

宮
崎
食
糧
事
務
所
東
郷
出
張
所

　
転
入

　
▽
原
田
政
喜
（
延
岡
支
所
か
・
・
2

　
転
出

　
▽
新
名
甫
史
（
延
岡
支
所
へ
）
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タ
税
あ
総

　
　
　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

略
　
甲

　
相
続
と
税
金

　
椙
紅
税
は
、
人
か
死
亡
し
て
、
そ
の

人
の
財
産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
r
．
て
も

2
・
た
と
玉
、
二
か
か
る
税
金
’
、
す

　
も
r
．
と
も
財
産
全
耶
に
税
金
か
か
か

9
わ
、
’
、
ま
あ
）
玄
せ
ん
　
遺
産
絶
頷

∬、

h
し
偵
房
や
葬
式
費
用
な
と
を
差
引
、

た
一
d
味
の
遺
産
頷
一
か
一
基
礎
控
除

韻
　
を
超
え
る
と
き
セ
す
に
相
紙
税
か

か
か
Q
二
と
に
な
り
ま
す
，

　
1
、
は
、
　
基
礎
粋
除
額
皿
は
と
れ
く

っ
、
か
と
い
い
ま
す
と
、
　
二
千
万
円

の
走
額
控
除
頽
一
と
「
四
百
万
円
に
法

走
帽
続
人
の
数
を
か
ナ
た
額
」
と
の
合

溺
達
て
す
　
’
、
す
か
ら
、
基
礎
搾
除
額

よ
、
財
産
を
相
続
す
る
人
（
法
定
相
紙

人
）
の
数
に
彙
’
．
て
産
う
こ
と
に
な
）

ま
す
　
例
え
ば
、
相
続
す
る
人
か
一
人
の
場

合
は
．
下
四
百
万
円
、
．
↓
入
の
場
合
ま

．
下
へ
白
万
円
、
一
・
入
の
場
合
は
一
一
．
T

．
百
乃
円
と
基
礎
工
除
額
は
増
え
て
い

｝
、
・
、
遺
産
総
額
か
基
礎
枠
除
額
以
下
’
、

あ
れ
f
税
金
は
か
か
り
ま
沖
、
　
ん

　
と
こ
ろ
て
、
こ
の
「
纂
礎
控
除
一
の

ま
か
二
、
相
続
人
か
死
亡
し
た
人
の
配

偶
者
て
あ
る
場
合
は
、
相
続
に
よ
り
取

慰
し
た
遺
産
総
額
の
一
分
の
一
か
四
千

b
円
の
と
ち
ら
か
多
h
領
に
対
す
る
相

粒
税
頷
か
控
除
ふ
・
・
れ
ま
す
し
、
相
続
人

一
≒
」
れ

か
未
成
年
者
て
あ
r
・
た
つ
、
障
害
苔
一
、

あ
る
と
｝
．
・
も
特
別
の
誹
算
に
｛
，
∵
疋

細
の
税
額
控
除
か
て
｝
．
・
ま
す

　
た
セ
し
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
紅
税

額
の
軽
減
の
特
例
は
、
申
止
ワ
忽
す
る
こ

と
に
よ
り
認
め
ら
れ
ま
す
の
’
、
、
こ
注

　
　
マ
　
　
　
　
　
　
へ

冒
ノ
＼
だ
ふ
．
、
し

　
相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
被
相
見

人
か
死
亡
ふ
・
㌔
れ
た
日
の
翌
日
か
、
っ
六
か

月
以
内
に
、
被
格
続
人
の
住
所
地
を
吟

轄
す
る
税
務
署
長
に
す
る
こ
と
こ
・
．
・

て
い
ま
す
．
、

　
な
お
、
相
粒
税
頷
か
五
畜
円
を
超
え

て
、
㌔
る
と
き
よ
、
力
任
以
内
（
特
別
の

4eoO胴

審て♂裡寸見

＼．’のヨ

配偶者の相続税ま

　　　　　丸剥力量戚されまケ

重桑螺う・・威

　」総
　　　　　　　　　鵜

　　　（＝

諮

易
帰
一
爵
拝
以
内
｝
の
劃
賦
’
、
山
刀
つ

延
納
の
庁
法
か
あ
一
ま
ず

　
ま
た
、
金
銭
て
納
め
る
こ
と
か
！
、
｝
、

な
い
と
｝
、
、
は
、
栢
淫
し
た
財
曙
’
、
納
刀

る
「
物
納
一
の
与
法
も
あ
）
ま
す

　
詳
し
く
は
、
ち
近
く
の
税
務
署
《
↓
あ

税
傷
櫓
談
，
や
こ
お
、
卑
ね
く
ハ
～
・
㌔
い

国
税
豊
門
官
試
験
の
ご
案
内

　
人
事
院
て
ぽ
、
三
拝
も
例
任
こ
お
一

　
国
税
専
門
昌
　
の
試
験
を
行
い
ま
す

　
こ
の
一
国
税
噂
門
官
「
の
試
験
に
合

格
し
、
採
用
ふ
竜
㌔
れ
ま
す
と
、
束
累
や
人

類
な
ど
の
i
要
な
税
務
所
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
）
ま
す
．

　
受
験
資
格
は
、
　
昭
和
．
．
｛
－
六
伊
…
四
目
」

．
日
か
ら
昭
和
．
チ
．
一
伊
四
月
一
日
ま

て
に
午
れ
た
男
．
」
’
、
、
試
験
は
、
人
ゴ

卒
業
程
度
の
も
の
と
な
r
．
て
い
ま
す

　
受
験
懸
口
の
奉
伺
は
、
昭
和
倉
一

色
ヵ
月
f
六
日
　
（
火
）
か
っ
土
目
一
一
一

血
日
（
木
）
ま
’
㌦
’
、
す

　
な
お
、
南
九
嘱
地
区
’
、
の
第
一
久
試

験
ま
、
ヒ
月
八
日
（
十
）
と
九
日
へ
日

の
両
日
、
能
、
本
市
と
鹿
児
島
市
て
、
ン
浜

た
、
第
二
久
試
験
は
、
九
月
六
日
（
’
＼
1
）

と
七
日
目
木
）
4
3
両
日
、
能
、
衣
市
’
、
’
仔

わ
れ
ま
す

　
試
験
の
内
客
は
、
第
↓
次
試
験
か
教

養
試
験
と
専
門
試
験
、
第
．
↓
次
試
験
か

人
物
試
験
と
身
体
検
経
て
す

　
幽
し
い
こ
と
は
、
福
岡
市
の
人
事
院

九
州
事
務
局
の
ほ
か
、
能
、
本
国
税
局
や

昂
寄
）
の
税
修
署
こ
わ
閥
h
へ
［
ぜ
（
㌔

・「

E
、
い
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覧雑魚長讐慰論懸陰祭轍聯繋孟讐讐藝、
るナれ樫てま　ほ局）つの
七かてのしし私れり1て思
ナ思し木ヌたはたノ）いい
てP・まもうかり桧さつま出
寸一 p君’・ゴ♪カ・、ノ木んノノせと

　のま，　’＿さかのた∴な

や　 ナえて　門中，こ
な先なた　、局し1二人
服事いもた等た斜れ
r‘　　’　　　■　　　　　　　、　f【　　．，　　　塵　　　、

等小小かか田す日露移な枚き十、一しま建色学
科学学設テ’　場陪転つ名れ＝校てでて前番
人校校置区鶴　か小開たかて任舎’はら）は
　　　　　　　　　　改’にか現’れ現’
　　　　　　　　　　玄山’あ小小た呑明
　　　　　　　　　　）吟高つ野野のの冶　　山吃
）菰」L弛

小

学
校

皆廻　かそた白れてま校
わっ逆狭の　て虹東か努
れて動ま線役厚）飼つま
レ　　　r　　！＼　　L　　 脚▼　 哩Fユ　｝　、　．．亡　 レ▼　 ♪　　　r．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

校
令
，
ま
カ
ス
の
手
型
て
連
動
場
、
．
せ
，

ま
か
っ
た
て
す
　
現
役
場
の
後
ろ
こ
轟

・
轟
彊
参
峯
灸
乙

れ
二
一
南
の
方
こ
約
h
牙
末
子
、
灰

・
臣
行
垣
か
築
か
・
て
h
逆

だ
役
場
客
〉
墜
『
館
シ
5
境
沙

そ
の
線
に
当
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
如
何
，
梗
地
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

か
狭
ま
か
・
．
た
か
相
」
像
ふ
．
、
れ
ま
す
　
　
∫

斎
会
蒔
・
、
円
を
－
る
－
三

廻
’
．
て
走
る
有
様
て
デ
梅
滑
、
、
こ
）

皆
わ
れ
た
の
て
す
か
、
当
時
と
し
て
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
西

▼中
に
斜
力
か
ナ
こ
結
ん
セ
）
し
て
双
，

梗
し
た
も
の
て
す

　
局
等
科
の
牛
徒
セ
ナ
は
袴
を
ム
、

て
、
た
の
て
、

え
た
も
の
て
、

ナ
な
い
と
こ
ろ
か
あ
）
ま
し
た

　
先
牛
乃
も
洋
服
あ
一
和
曜
あ
う
檬
ヤ

リ
、
へ
｝
服
装
冷
「
し
’
、

。
ム
＋
吊
な
事
て
あ
っ
た
・
｝

　
㌔
距
3
　
　
　
　
｛

児
童
数
ほ
少
ノ
、
た
．
二

百
．
一
余
名
玉
セ
つ
た
と
（

慰
h
ま
す
　
眉
物
姿
’
、
、
　
～

夏
は
洗
足
か
多
く
、
冬
、
．
！

些
些
や
足
な
か
、
こ
び
や
｛

赤
き
れ
は
出
来
放
題
、
本
一

・
風
・
敷
に
包
ん
・
、
、
蕉

）
飯
、
甲
。
目
同
笑
窮
つ
潔
、
等
へ

て
ノ
＼
．
望
、
コ
、
小
風
呂
敷
！

腰
に
巻
き
着
＋
た
一
、
背
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
人
き
い
兄
貴
分
こ
見
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
仲
与
・
多
｝
》
に
奇
一
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

都

甲
・鶴

男

以
下
〃＼

回

♪

ダ
　つ

の

　㌦

声～

一西A一　～4

町報とうこう
（5）

一瞬ドキリ／

ゆ

　4月14日午剛1e時から1ド干まて

Il！直327号線の町－二院前て、町

婦人連絡協議会貝による交通女全

千「フノヘーノか行なわれました

　こ》コ行事は春と秋の笈全書劃鯉

間申に毎年二二されていますか、

お巡）きんや交通巡視貝のお嬢き

んに［1一ソ）られ、一r舜わとろいた表

情のトラfパーも贈られた折）つ

るとコーヒーの接待に恵わす顔か

ほこうび眠気もハき飛んでしまっ

たようでした、

自然の驚異

　　　仲深区野や崎の人血消ざノ．℃て

　　hヲ、な一赤ハチの叉か見つかう近

　　吟の話題，こなつで、ます

　　　これは、臼てを改築中にFli凶事

　　易をと）こわした際天：井うら乃・ら

←見つかったものて、最植郁70

　　ビ耀もあるしろものてす

　　　出任の夏，こ2、3匹のヘチを家

　　の中て見つナ近くこ巣かあるのて

　　は　と話していたところ以外なと

　　ころて発見して一・同ぴr・く’）’

　　　珍しいものた干にケースをつく

　　ブ。己念として保為するそりてす

》高

齢鷺凝
　
〆

㍗　融

一

　　今
，、地　月

レ〆　の
［訪　う
下問　 r、

　　　　ズへ　レ　

　1レ日5き
ノ（据月

鱗行
未一事
遣　一

新
執
行
部
か
発
足

会
　
　
長
　
本
多
涕
】
　
r
小
野
田
）

縫
繋
蘇

　
梯
子
は
下
ほ
ど
危
な
い

　
コ
ー
ル
テ
ノ
ウ
ィ
ー
ク
の
到
来
て
、

楽
し
い
旅
行
計
画
か
練
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
．
て
も
、
そ
の
楽
し
h
旅

行
か
交
通
事
故
な
ど
て
悲
し
い
結
果
を

招
か
な
い
よ
う
こ
無
理
な
計
画
は
た
で

な
い
て
く
だ
↓
・
㌔
い
．
．

　
人
間
は
緊
張
し
て
h
る
う
ち
は
問
題

あ
う
ま
せ
ん
か
、
も
う
終
う
だ
と
気
を

抜
い
た
一
瞬
に
思
わ
ぬ
事
故
か
起
｝
、
・
る

の
て
す
．
、

　
悌
壬
段
も
高
い
所
に
登
っ
て
い
る
時

は
気
を
っ
け
ま
す
か
、
下
に
な
る
こ
つ

れ
て
低
い
か
ら
安
心
セ
と
気
を
つ
る
め

づ
Q
あ
掲
肱
〃
判
洛
㌍
り
わ
に
つ
十
プ
リ
O
の
げ
」
涛
⊃
！

　
旅
行
も
帰
う
際
の
事
故
が
多
い
よ
う

て
す
．
．
帰
り
つ
く
ま
て
気
を
つ
け
て
楽

し
く
終
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
、

副
　
〃

体
育
邦
長

講
　
〃

文
化
部
良

副
　
〃

広
報
部
長

家
政
部
k

産
業
部
長

争
務
局
長

／、

u
　
詩

白
野
義
久
（
福

海
野
　
久
（
寺

寺
原
貞
喜
へ
羽

長
々
弘
幸
（
越

海
野
千
撮
（
福

海
野
洋
之
（
坪

稲
田
牛
代
（
日

山
本
建
男
〔
仲

諸
田
憲
ゴ
　
（
田

里」　で袈　望上　召　耗！　」く　方之　唖ユ　軌・

）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

糸
乎
早
由
匠
戸
釘
野
内
）

町
1～

協
1ム

捜
1ヨ1

　
爆
入
盗
に
ご
用
心
／

　
最
近
、
空
巣
ね
ろ
い
や
忍
込
∴
な
こ

n
宅
に
侵
入
し
て
大
切
な
金
品
を
盗
む

事
桝
か
増
え
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
を
急
く
た
み
こ
ま
、

「
戸
締
）
を
確
実
に
す
る
　
［
施
鉦
は

目
ユ
V
［
た
な
い
所
に
も
う
一
つ
　
　
玄
と

ま
一
ノ
た
現
金
は
置
か
な
い
　
一
留
・
」
は

と
な
り
近
所
に
頼
ん
で
お
く
　
［
貯
金

通
帳
、
印
か
ん
は
保
管
を
厳
車
に
す
る

　
追
闘
い
く
ト
ロ
ホ
ウ
に
入
ら
れ
た
ら

一
現
場
は
そ
の
ま
ま
て
す
く
敬
疲
爪
こ
届

け
る
　
［
∠
ヨ
心
を
要
す
る
と
斗
、
、
は
三
⊃

番
て
　
［
▽
被
害
か
な
い
と
き
、
少
な
い

と
き
て
も
届
け
る
こ
と
。
（
後
の
手
掛
）

に
な
り
ま
す
。
）
「
　
犯
人
の
人
相
、
中

の
ナ
ノ
バ
ー
な
と
は
メ
モ
し
て
お
く

　
警
察
て
は
犯
罪
の
予
防
と
検
挙
の
た

め
日
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
ず

　
時
間
を
問
わ
す
一
一
（
番
て
こ
一
報

く
た
さ
い
．
た
だ
ち
に
捜
査
を
開
始
し

ま
す
【
，

　
　
　
　
　
（
山
陰
敬
、
察
自
駐
在
所
）
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お
し
ら
せ

…
　
・
ノ

｝
癌
醜

　
　
　
　
　
　
　
（
．

　
　
　
　
　
　
　
　
℃

、
i
一

　
噌

　
副
　
｝

　
㎝
　
一

　
薗
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馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

田
植
え
な
ど
の
基
準
賃
金

　
こ
の
ほ
ド
ニ
、
㌧
ら
か
れ
た
町
農
業
委
員

会
で
、
今
年
度
の
稲
作
作
業
の
基
準
賃

金
が
き
ま
り
ま
し
た
，
こ
れ
は
、
毎
年

度
は
じ
め
に
他
の
労
賃
．
の
上
昇
状
況
な

ど
を
勘
案
し
、
基
準
的
な
労
働
賃
金
と

し
て
｝
、
あ
て
い
る
も
の
で
す
．

　
田
植
え
作
業
　
男
女
と
も
↓
日
二
千

七
百
円
。
耕
う
ん
機
使
用
人
は
四
日
円
。

　
曰
う
ん
機
　
十
♂
当
り
荒
起
1
1
三
千

五
百
円
、
荒
代
：
－
三
干
五
百
円
、
植
代

け
三
千
八
百
円

　
田
植
え
機
　
十
♂
当
り
四
千
一
二
百
円

（
同
心
を
含
ま
な
い
）

　
バ
イ
ン
ダ
ー
　
十
／
当
り
五
千
円

〔
ヒ
モ
代
を
含
む
）

標
準
小
作
料
の
改
訂

　
こ
．
の
ほ
ど
唱
、
〕
ら
か
れ
た
町
農
業
委
員

会
で
、
本
町
内
．
の
小
作
料
の
標
準
額
が

つ
ぎ
の
と
お
り
改
訂
き
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
耕
作
の
安
定
を
図
る
た
め
、

農
地
の
貸
し
手
上
り
手
を
代
表
す
る
者

の
意
見
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
協
議
会

の
協
議
事
項
を
十
分
尊
重
し
て
定
め
ら

れ
る
も
の
で
、
農
地
．
の
区
分
は
求
田
に

つ
い
て
主
た
る
作
物
を
水
稲
と
し
て
お

り
畑
の
区
分
は
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

標準小作料（100当り

金額 ．：円）分区の田水

19，0001’　田　 （平土勾反叫又400々窪エヲ、卜：．：

15，000500々9以1”〃中田（

7，0CO500々9未満）〃下田k

新
　
刊
　
書

　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
図
辞
室
）

▼
落
日
燃
ゆ
（
城
山
一
二
郎
）
　
∵
い
ま

も
む
か
し
も
愛
別
ぱ
な
し
（
水
ヒ
勉
）

　
▽
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
（
庄

司
薫
）
　
▼
女
二
人
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
　
（

有
吉
佐
和
子
）
　
▽
あ
る
補
充
兵
．
の
戦

い
（
大
岡
昇
乎
）
　
∵
螢
川
（
宮
本
輝
）

　
▽
洩
を
た
ら
し
た
神
（
吉
野
せ
い
）

　
一
∀
滅
べ
）
の
笛
（
西
村
寿
行
）

12

冾
ﾉ
停
電
し
ま
す

　
九
州
電
力
都
農
変
電
所
．
の
増
強
王
事

の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
停
電
す
る
二

と
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
．
．

　
先
月
も
一
回
実
施
ふ
・
、
れ
ま
し
た
が
、

↓
部
の
地
域
で
は
長
時
間
停
電
す
る
た

め
、
・
．
一
、
？
’
、
”
じ
め
達
絡
が
あ
r
ノ
た
も
．
の

で
す
．
．

▽
期
日
　
5
月
1
2
日
（
金
曜
日
）

▽
時
間
　
早
事
～
午
後
三
時

▽
地
区
　
寺
名
倉
全
域
　
福
瀬
区
鵜
戸

　
　
　
　
木
・
日
田
尾
組
合

　
　
　
　
（
都
農
変
電
所
供
給
区
域
）

防
犯
運
動
標
語
募
集

　
警
察
庁
お
よ
び
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
で
は
、
つ
ぎ
の
要
領
で
昭
和
五
十
三

年
度
全
国
防
犯
運
動
標
語
を
公
募
し
ま

す
、
．
ふ
る
一
．
て
ご
応
募
く
だ
毒
、
・
い
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
1
日
～
5
月
3
1
日

　
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

　
・
募
集
テ
ー
マ
　
「
．
空
き
巣
の
防
止
」

　
「
自
転
車
盗
の
防
止
」

▽
応
募
方
法
　
普
通
は
が
｝
、
・
に
テ
ー
マ

　
・
標
語
（
自
作
、
未
発
表
）
・
住
所

　
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
　
・
年
令
・
職

　
業
（
学
校
名
と
学
年
）
を
記
入
す
る

・
送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井

　
町
3
1
4
7
　
警
察
共
済
ビ
ル
　
全
国

　
防
犯
協
会
連
合
会
「
防
犯
運
動
標
語
」

　
係
（
郵
便
番
号
マ
㎜
二
）

無
料
交
通
事
故
相
談

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は

、
白
口
癖
甫
ド
保
険
請
求
相
談
セ
ン
々
－
－
L

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
　
1
　
期

納
期
　
　
5
月
3
1
日

を
設
置
し
て
、
つ
y
・
の
と
お
り
無
料
で

交
通
事
故
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
．
．
、

　
保
険
を
利
用
し
て
の
交
通
事
故
の
解

決
に
お
こ
ま
，
ウ
の
方
は
、
二
の
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

「
相
談
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午

　
後
4
時
5
0
分
ま
で
、
土
曜
日
は
卍
午

　
ま
で
、

7
場
所
　
宮
崎
市
広
島
2
．
5
　
1
0

　
　
　
　
朝
日
生
命
ビ
ル
3
階

［
、
電
話
　
宮
崎
2
4
七
九
二
一
番

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
，

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
一
．

［
・
坪
谷
．
の
矢
野
賎
夫
尋
デ
几
か
ら

　
　
　
（
カ
ル
き
ん
・
6
5
歳
ご
死
去
）

7
坪
谷
の
松
岡
ワ
ミ
き
ん
か
ら

　
　
　
（
亀
ご
・
・
ん
。
5
8
歳
ご
死
去
）

一．一 ﾜちのうごき一一一
今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
　
　
5
月
1
6
コ
口
火
曜
日
）

東
郷
町
社
会
福
紐
協
議
会

ノ＼　口6，712ノ＼　（一71）

　男3，286人（一34）

女　3，426人　（一37）

世帯数1，761戸〔一6）

　　53年4月1日現在

　　（　　）は対前月比

騰
愛
車

　
　
　
　
　
　
3
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
．
父
の
名
山
所

木
　
村
　
史

．子

牽
太
一郎一

小
野
田．一

池
　
田
　
康
　
平

塩

目

．
健
　
一
迫
野
内

削
正
≡
4
野
田
　

黒
木
　
　
博
．
興
吉

結
婚
お
め
で
と
う

氏

　
　
　
床

大
　
　
畠

扶三

二　名
＝チ雄

寺
　
迫

住
所

下
渡
川

大
分
県

．
福
田
克
哉
宮
崎
市

福
　
田
　
栄
　
子
羽
坂

中
　
　
田
　
　
庄
　
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
　
瀬

直
　
　
野
　
千
賀
子
　
福
瀬

　
　
　
床
　
　
　
　
量
　
下
渡
川

黒
　
　
　
　
　
三
枝
子
　
日
向
市

被渡

官

良
　
　
夫
　
寺
　
迫

久
美
チ
　
延
岡
市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
名

越

巌

稲
　
田
　
団
　
治

黒
　
木
　
倉
　
治

・・露

福住

瀬所
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黒
木
裕
二
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旧
野

那
須
　
ス
エ
ノ
　
6
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．
坪
谷
．
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岡
　
亀
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